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この論文は、先ず海外におけるCAIパラダイムを含めた教材開発の現状を述

べると共に、現在スターリング大学日本研究所において制作中の「日本語

CAI教材データベース」を紹介する。さらに、これらのシステムに関する分

類、評価、情報の提供について論じ、イギリスの研究者によるCAIシステム

の評価法にも焦点をあてる。

1.はじめに

この論文では海外での日本語CAI教材開発に関する現状の概洛を紹介しその教材の

種類を分類すると共に教材の入手方法と評価方法についての問題点を考察する．

2.パラダイム：TCALICAI,TCALL,ICALL,ＩＴＳ！!！

ます1CAIという用語とそのパラダイムを定義する。1980年代の後半にはコンピュータ

業界の著しい発展により、強力で優れた機能を持つ個人用のコンピュータ-ｶK開発さ

れ､CAIの研究者や日本語教育に携わる者達の一層の努力との結果によりCAI教材の質

と技術的水準が著しく向上した。

CAIの研究はいわゆる伝統的CAI(TCAI)から知的CAI(ICAImTS)へ移る傾向にある１．

伝統的CAI1millandPrac[ice主体の柔軟性に欠ける線的学習の域を越えず、一人一人
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の学習者のニーズに対応することができなかったが、知的CAIはより柔軟性のある高

度な個別学習環境を提供できるシステムである．
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日本ではCAIという用語はCAI研究の全般(数学や､言語教育などを含めて）を意味す

る傾向に対して、海外で}土ＡＩ研究とCALL(ComputerAidedLanguageLeaming)研究が

はっきりと区別されているといえよう。CALL研究は現在CAI研究と同様に伝統的

CALL(TCALL)から知１KにALLへ移る傾向にあり、最近知的CALLシステム(ICALL)の開

発も進められている。より最近の動きとしてはハイパーメディアの開発がある。

ハイパーメディアシステムとは、文字、画像、音声、ビデオを組み込んだ学習環境を

提供できるシステムである。これは次世代の教材作成には最も有望なシステムであろ

う。このような学習環境を通して、学習者は自分のニーズに応じて自由に必要な情報

を種々選択することができる。語学教育にとっての利点は、写真、アニメーション、

ヴィデオなどを組み込むことにより、多角的にコンテクストを学習者に提示できると

いう意味を持つ。このハイパーメディアシステムの代表的な例としてはAPP1e

Macintoshのハイパーカードがある。ある恵床ではこのハイパーメディアシステムは伝

統的CAIから知的CAIシステムへの橋渡しというような役割を果たしているといえよ
い

う。

１

大槻説乎、山本米雄(1988)知睡Alのパラダイムと実現環境、情報処理、
Vol,29.No1Lpp1Z55-l265
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次に、既に開発されている日本語CAI教材を紹介する。

3．日本語CAI教材の調査

1990年からScolUshCcntrcfbrJapancscStudicsでは日本語CAI教材に関するデータベース

を作成している。このデータベースは他の教育機関に提供する情報誌を作成する目的

で作られたものである。下記はそのデータベースの項目と内容である．
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4.日本語CAI教材の情報に関する分類と
入手方法についての問題点

分類

1）上記でわかるように、ほとんどのソフトIjMS-DOSかAppIeMacinCosh用の教材とし

て開発された。特にハイーパカードによる教材は多くなっている。

2）ハイパーメディア教材の発展に比べまだ知的CAIの教材開発はほとんど見られ

ない。しかし知的CAIの技術と概念を用いた例としてldPulducUnivcrsi[yの'Nihongo

TuIorialSys[c､，とCanbalC-kun，の二つが挙げられる．

3）類似した教材が開発されている。例えば仮名の入門、漢字のDRILLを取り上げてい

る教材力数多くある。このような状況は極めて健全ではあるが､類似教材の二重化に

より多大の時間と労力が浪費されているのではないだろうか｡考えられる原因として

日本語CAI教材開発に関する情報と情報網が足りないということが挙げられる．
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情報源4.2

この調査の主な情報源Imangajinという雑誌とChengandTsui社のカタログである．そ

の他に教育ジャーナルと電子掲示板がある。スターリング大学日本研究所の図書情報

員は、このような出版物を定期的に読みその情報を把握しているので、我々はその

点で非常に恵まれているが､他の教育現場にはおそらくこのような情報員に当たる人

がおらず日々の授業に追われた日本語の先生が日本語CALLを自分のコースに取り入

れたいと思っても、どのようなソフトがあるか、どう導入したらいいかという問題を

解決するには情報が足りないというのが現状ではないだろうか．ここではよくこのよ

うなソフトに閲する情報についての質問を受けることがあるが、ほとんどの場合、必

要な情報は限られており、制作者側の主観的な宣伝が主流となっている。結果とし

て、直接そのソフトを開発した所に連絡するように勧めざるを得ない状況である。現

在のソフトに閲する情報不足に対応して、今必要とされるのは、日本語CAI教材に関

する情報をまとめる機関である。つまり、新しく開発された教材を客観的に評価、収

集､分類し必要な人にその情報を提供できる機関である．このような１１５報t8M3iを実

現させるには、アメリカにある［mT-L」とlNihongo」というような電子掲示板が

非常に役立つであろう。これらの電子掲示板は全世界の教育機関からも接続できるの

で、日本語CAI教材の情報を載せればだれでも自由にアクセスできるはずである．し

かし、日本語CAI教材そのものをどのように評価すればいいかという問題は解決され

ない。

5．日本語CAI教材の評価

上記の教材の内容に関しては大抵の場合その開発者か販売先による短い説明に限ら
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れ、実際の使用例や客観的な評価はほとんどない。つまりその教材の使用可能なコン

ピュータの機種についてや言語的内容（仮名、iii字、読解）に関する情報に限られて

いる。必要とされているのはその教材の使用例や、シラパスの概要、適する学習者の

レベルなどである。即ち、学術文献などに適用されているような厳密な評価基準

にf…damcle､editonalsmndardsetc)と同様なものが必要である．この評価の基準に閲

し、HambuJgcf`はCALL教材の評価として次のような提案をしている．

wEvaluaUonofCALLsystemsdepenｄｓｏｎＩｈｃａｎｓｗｃｒｔｏａｓｅｎｅｓｏｆｑｕｅｓuons：

WhalarcourgoaIsandprioliliesfbrlanguagclcamingOandwnhinlhcmwhatis

dcmandcdofCALL？Wbatotherkindofemitics‐video-tapes,humantutors，

othersoflwa1℃‐doweimplicitlyorcxpliciUysctupasstandardsofcompanson

fｂｒＣＡＬＬ？TowhatcxtcntdowcwantthcCALLsystemtofitwiIhexisting

approachcsandlheories？ＳｈａＵｗｅｃｖａｌｕａｔｃａＣＡＬＬｓｙｓＵｅｍａｓａｍonoliIhorby
mcdule？，０

そして実際、あるCALLシステムを評価するにあたって問題となるのは第一に、どの

関Hﾖでシステムを評価するかである。例えば設311のｇＵｌ１:iで評価するのか､夷県にシス

テムを完成させた後評価するかなどである。第二に、どのような基準を適用するかで

ある．例えば教科香の基準と同様にするか一般のコンピュータソフトに適用する基

準を使用するかなどの問題を彼は提起している．

続けて、彼は言語学的理論言語習得についての研究、教育理念などに裏付けられた

評価基準の必要性を強調している。

４

HamburgerH.｡(1990),,,EvaluationofL2Systcms：LeamersandThcory'@,ｉｎＣｂｍｐ皿er
AssisledlnJ1gmge陸α｢"i"83α"ﾉ"(ｅｒｍｌｍ"ｑｌＪｏ”"ｃＷｏＬ１,IntelIcct
Limioed,Oxlmd,ｐｐｌｌ－１８

－９８－
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establishcdIaclsandviabletheoriesofthcsubjectswethinkareIdevantto

leaminglanguage･SomekindsofevaIuaUoncanbebascdonthcoryratherthan

onanimplementedsystem…ｔｈｏｕｇｈｏｎｅｉｓｎｏｔｓｕｃｈｍｕｃｈｃｏｎｃｅｍedwith

efricicncyaswithdevisingasystemwiUuasoundbasisinlinguistictheory，

sccondlanguagcacquisiUon,andlinguisUcalIyoriemuedpedagogicalprinciplcsm．

Yazdanisはより具体的な問題を提供している。第一に

耐QuestionsregaIdingthealchiにctureofaTutoringSystem

DocsthcsoftwarcknowlhcsubjcctiLisproposingtoteach？

HasthesofiwaIもａｎｏｐｅｎａＪ℃hmectu応？

Ｃａｎi[bcextcndcdbytheOeacher？

IsthcsofiwaJccapableofusermodelling？

Canthesoftwarebeusedfbrindividuuzhlisedinstmction？

Canlhesoftwareleamnewlqlowledgebyinteractingwiththesmdent？､，

第二に

､OQuestionslcgardingIhcenvilDnmcnIofaTuloringSystem

DoesitallowstudcmsIoexpIorealIcmaUves,ordoesitfbrcehcr7himIolbUow

aple-setmuUe？

Ｈｏｗｍｕｃｈｔｉｍｃｉｓ【hcuscrcxpectcdIospcndwiththccompuにr？

Howmuch0ofTLcompu[eracUviIyisgeneratedbythesystem?，

HowdoesitencourageolfcompuungacUvi【ｙ？

Doesitencouragcjointprqjcctwork(2Buscrsusingthesystemmgether)?'１

５

YazdaniM.,(1989),ILanguageTutoringwiUlPTologo',inKcith
Cameron(ed､),の”凹佗rAssisledム､g“geLeqmj"g:progmmsjr“(”ｅｍｄ

ｐｍ"cjplesblmellectLimited,Oxford,pplO1~110
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これらは一般的な知､髄AIに関する評価基準の提案であるが、日本語CAI教材にも適用

できるであろう。特にこの場合､各分野からの専門家（日本語教育､CALL研究､語

学教育など）の参加が不可欠である．

6.おわりに

現在日本国内外では日本語CAI教材開発は非常に活発だといえる。その教材の数はま

すます多くなり、内容と技術的な面からも次第に複雑になっている．しかし同時に次

のような点を考慮しなくてはならない。

1）日本語CAI教材の情報網を設けて、質の高い情報を提供する必要がある。これに

よってユーザー（教師と学習者）がそのソフトを使う前に専門家による評価を参考に

できるようになる。この情報の提供には雑誌やジャーナルだけではなく、電子掲示板

も役立つであろう

2）従来の教科書に対する評価と同様にこの教材を客観的に評価できる組織を設ける必

要がある。この組織の役割は情報の収集、ソフトの評価、基準の確立などが挙げられ

る。

3）教材の評価に関する基準の確立が必要とされている。この基準ljigALL全般の基準

だけではなく、特に日本語CAI教材の評価基準も含まれる。
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現在日本語CAI教材開発はまだ初期段階にあるが、その成長は著しい．ここではその

教材に関する情報の質と量を管理する必要性を挙げた．この情報によって日本語の教

師はどのソフトをどんな学習者にどの段階で導入すればいいかというような問題を解

決することができるはずである．そのためには情報の質を保つための中心的な役割

を担う組織の確立が不可欠であろう．
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